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lV.ま と め

1.土 地保有の主体

 カロリン群島の社会体制は,顕 在的にしろ潜在的にしろ,母 系を基調として構成さ

れている。中央カロリンでは妻方居住婚が,西 カロリンでは夫方居住婚が優越してい

る。つまり,オ レアイ環礁を境にして,中 央部の母系 ・妻方居住婚社会 と西部の母系

・夫方居住婚社会に二分される。土地保有の主体に目を向けてみると,母 系 リネェジ

あるいは疑似母系 リネェジが強くその機能を保持 している中央部に対 して,西 部では

疑似母系的ないし父系的屋敷集団にその機能が移行 している。その間に幾つかの段階

の変異が見受けられる。 換言すれば,カ ロリン群島では,コ ーポレー ト・グループ

(団体)は 土地 にからまる諸権利との関連で 構成 されていて[ALKIRE l977:65],

この土地保有主体の構成単位には母系 リネェジ,疑 似母系 リネェジ,母 系的拡大家族,

あるいは父系ないし母系的屋敷集団と幾つかの変異が見 られる。0方 で,母 系 リネェ

ジが土地保有の主体であるところでは,男 性成員の子供 との関連が注目され,他 方,

土地保有の主体が父系的屋敷集団であるところでは,潜 在的な母系の認知と兄弟の子

供に対する姉妹およびその女系子孫の持つ権限が注 目される。 しかも,こ れらはすべ

て土地に対するある種の権利と関連 している。

 カロリン群島における土地保有団体の構成にみられる変異を考察するにあたって,
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ここでは血縁,土 地 および称号 との連

結 に眼 を向けて みた い。血縁 と土地,

血 縁 と称号(タ イ トル)の 連結 に加え

て,土 地 と称号 との連結が,カ ロリン

群島のそ こごこで認め られ る点が注 目

され る。

 1。 まず,血 縁 と土地の概念的混融

という現象が指摘できる。 トラック諸

島を中心とする中央カロリン群島では

土地は母系 リネェジによって保有され,

図1 土地保有団体 における血縁 ・土地 ・称号

   の関係

妻方婚的拡大家族によって使用されている。ここでは,土地を指 し示す言葉は 「食物」

を意味 し,一 つあるいは一組の土地から採れた食物(イ モと果樹)を 共有する者がキ

ンシッフoを共有するとみなされている[MARsHALL l972:87]。 同じ土地で採れた

食物で養育された人 々が親族員として行動する。ここで肝要な点は,土 地(一 食物)

を共有 したつながりが,血 縁のつながりにまして強調されていることである。 ここで

は土地保有集団は母系 リネェジの形態をとっているが,リ ネェジ成員の絶えざる増減

に対応 して,養 取や男性成員の子供を取り込んで成員の補充をしている。つまり,土

地保有団体を維持するために,親 族の恒常的な改編が促されている。この種の一定の

土地に連結している人々は 「土地の人」などと呼ばれている。この親族の恒常的改編

は,夫 方居住婚を採用しているカロリン群島西部の珊瑚礁においてもみられる現象で

ある。

 また,カ ロリン群島では,人 の移住が頻繁に行なわれたことが,氏 族起源伝説など

から推定できる。人がある島に移住 して,そ こに土地保有団体が創立されるにあたっ

て,そ の基盤となるのは,特 定の居住地が定められることであった。ここで注目され

る点は,カ ロリン群島の各島で特定の居住地,屋 敷地が リネェジ存続の基礎 として認

識されていることである。母系 リネェジは,特 定の土地を保有 し,そ の土地に隣接 し

て集団成員が居住することによって編成されている。

 2・ 親族 と称号との連結に関 して見てみると,土 地保有団体が母系 リネェジを基調

として構成されている地域にあっては,先 住のクランが首長クラン層を構成 し,後 続

のクランが平民層を構成 している。基本的にはクラン内のシニヤー・リネェジの年長
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者が首長職を継承 していく。そして,リ ネェジ内の年長原理によって称号の継承順位

が定められている。 とはいえ,リ ネェジ成員の増減に対応して,養 取慣行を通 じて,

あるいは男性成員の子供の0時 的な取り込みを通 じて,首 長職の継承が維持されるこ

とも稀ではない。このように系譜の継承に関 しても血縁以外の要素が介入する余地が

生 じている。

 3. カ ロ リン群 島で 注 目されるのは,土 地 と称号 ・権 限 との連結で ある。 第一の

側 面は,土 地 に対す る権 利の重層性 との関連であ る。 カ ロリン群島では,一 般 にある

集 団が土地を他 の集団ない し個人に贈与 した場合,そ の土地 に対 して完全 に権 利を委

譲 し,放 棄 したことにはな らない。土地の元来の保有者 が,そ の土 地を贈与ない し譲

渡 した後で も,そ の土地 に対 して ある 種 の 権限 を留保 してい る。 この権限は残存権

(内 容 としては最終 的処分権,復 帰 権な ど)と 規定 され る[須 藤 1984:314]。 トラ

ック諸 島及 び 他の珊瑚 島 で は,島 に最初 に移住 した と伝えている首長 クラスが当該

地区の大部分の土地を占有 して いて,後 続 クラン,リ ネ ェジ に土地 を分与 した と伝

えてい る。 この場合,前 者が土地 に対す る残存権 を留保 し,後 者が保有権i(使 用権)

を 確保 する(Goodenoughは トラック諸 島の土地保有 の分析 に際 して,仮 の 保有権i

(provisional rights)と 残 存権(residual rights)に 分 け,前 者 が土壌(soil)に 対 す る

権 利で,後 者 は領域(terri tory)に 対 す る権 利 と い う点 で 異な る,と 述べて いる

[GooDENouGH l951:35])。 後 続 リネェジは首長 リネェジに対 して定期 ・不定期の

貢納 を象徴的に行 なう。首長 クランが土地 に対す る残存権 を保持 し,平 民ク ランに使

用権を与えて,前 者は初 物を受け とる特権を享受 している。 ここに見 られ る図式は,

首 長 クラン:平 民 クラン:=先 住 ク ラン:後 続 クラン::残 存権保持者:保 有権(使 用権)

保 持者 とい うことになろ う。な お,こ の残存権 と使用権 の関係は,母 系 リネェジと男

性成員の子供 との間の関係 に も適応 される。 つま り,父 か ら土地の使 用権を得ている

子供は,定 期 ・不定期に象徴 的な貢納を父の母系 リネェジにしなけれ ばな らない。

 第2の 側面 は,リ ネ ェジの基礎 とな る土地 区画(居 住地)と ある種の称号 との連結

である。 これ は しば しば土地区画の位付 けと して現われ る。特定の土地区画が他の そ

れ よりもランクが高 く評価 されて いて,あ る特権,称 号,さ らには職能 とさえ連結 し

ている。 これ らの土地 は一定の クランや リネェジに固定 されていて,他 に委譲 しな い

土 地,「 元来 の土地」 とみなされて お り,「 入 って きた土地」 とは区別される。夫方居

住婚を採用 している西 カロ リン群島では,や や異な る方 向に発展 して,特 定 の土地区

画,屋 敷を相続 したり,手 に入れた者 が,そ の土地 区画 に付随 してい る特権な り職能

を享受す る。つまり,土 地保有 の主体 と して拡 大家族や屋敷集団の 自立性 が高ま って
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いるような西カ ロ リン群島では,屋 敷 と特定の称号,特 権 が連結 している。 ここでは,

親 族 に基盤を置いた人間関係 が土地 に基盤を置いた人間関係 に転換 して いるかのよ う

に見え る[ScHNEIDER l984]。

o

 4 母系社会における父と子供との関係には種々の局面が見られるが,カ ロリン群

島では,父 から子供へのある種の土地に対する権利の委譲関係が注目される。妻方居

住婚が主流の中央 カロリンでは,母 系集団の男性成員の子供が,潜 在的な 「相続者」

とみなされている。父から土地区画に対する使用権を委譲された子供は,定 期的に父

の母系集団に初物を献上する。これは使用権を与えた集団が土地に対する残存権を留

保しているからである。 しか し,残 存権を保持 している集団の成員がいな くなると,

使用権保持者が完全な権利を獲得することになる。この父の集団から彼の子供の集団

への土地の権利の委譲は,結 婚時に夫が妻に土地を贈与する,子 供の誕生時に父が土

地を子供の名義にして贈与する,離 婚時に妻および子供に贈与する,養 取に際 して土

地の贈答が行なわれるなどの,種 々の機会になされる。この父の集団から彼の子供の

集団への土地の贈与が制度化されている社会とそうでない社会があるが[須 藤1984:

327-331],何 れも0時 的ないし恒久的な使用権 の委譲 であって,父 の集団はこれら

の土地に対する残存権を留保 している。土地贈与側は,こ の権利の確認のための初物

の献上,集 団成員の葬送時における供物の献納などを受ける権利を持ち,処 分権,復

帰権を留保 している。

 これは親族名称体系にも反映 して,変 形クロウ・タイプを採用している処では,父

の集団の成員は 「チチ」 「ハハ」扱いとなり,自 己の集団の成員は 「コドモ」扱いさ

れる。ここでは土地に対する残存権を保有する側が 「オヤ」で,使 用権を保有する側

は 「コドモ」扱いとなる。

 これらの事情は,夫 方居住婚社会では異なる。ここでは女性が移動する形態をとる

ので,母 系 リネェジの成員は分散する。この女性およびその女系子孫 とリネェジの基

礎となる土地との関連は検討に値する。 ここでは兄弟姉妹集団(sibling set)が それ

ぞれ自己の集団の外に居住 している。つまり,男 性は父の居住地に,女 性は夫の居住

地に住む。母系 リネェジが土地保有の主体として機能を維持しているところでは,首

長に選任された男性は,自 己のリネェジの基礎である居住地あるいは特定の屋敷に転

居 して,そ こで リネェジの土地と成員を管財する。また,女 性は夫の土地 と自己の リ

ネェジの土地に使用権を持ち,男 性は自己の リネェジの土地を管財 し使用すると共に

父の土地に使用権を持つ。さて,土 地保有の主体が,拡 大家族または屋敷集団に替わ

っているところでは,父 から子供への土地の使用権の相続が累積されてきて,そ こに
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累積的な父子関係が強調された屋敷集団が生成される。このような道筋で土地の父系

相続が確立したところにおいても,姉 妹およびその女系子孫の土地に対するある種の

権利が無視されないで,留 保される。ヤップ島では,母 系は沈潜化しているが,姉 妹

(及び女系子孫)は,父(兄 弟)か ら相続 した土地を使用 している兄弟の子供に対 し

て監視すると共に保護する。そして,慣 習に反する行為を した兄弟の子供およびその

母(兄 弟の妻)を,そ の土地から追放する権限を持つ。

 以下,ト ラック諸島からベラウ諸島にかけての中央 ・西カロ リン群島の幾つかの社

会を取り上げて,血 縁と土地,血 縁と称号ならびに土地と称号との連結について素描

してみよう。

皿.妻 方居住 婚社会

1.サ タ ワ ル 島1)

 サタワル島では,土 地保有の主体 として母系出自集団が維持されている。母系出自

集団は,特 定の土地を保有 し,そ の土地に隣接 して集団成員が居住することによって

編成される。サタワル社会の母系出自集団は,基 本的には三世代の間の女系出自成員

によって編成されており,そ の成員の間に女性子孫がおれば,出 自集団の絶滅という

事態は生 じない。 しか し,ク ランが分裂 し分節集団を形成 し,女 性後継者がいない場

合,養 取が優先される成員補充の方法であるが,集 団の男子成員の娘を養女にする例

も見られる。1つ のクラン内の複数の リネェジの間には序列があ り,こ れは リネェジ

の創設(分 節)し た時期の新旧と年令によって決定される。つまり,よ り古 くこの島

に定住 した母系子孫が優位を占め,分 節集団を形成した世代においては女性 キョウダ

イの姉の系統が妹のそれより高い地位にある。

 各母系的 リネェジはプコスとよばれる リネェジ成員,特 に女性成員が居住 している

居住地区の名前によって同定される。一つの固有名(土 地名)を 持つプコスは,数 軒

の家屋と共同炊事小屋の建物群で構成される。各 リネェジの名称はそれぞれのプコス

の名に由来 し,「 プコスの人」は,そ このプコスで生まれた人を意味する。つまり,

リネェジの成員であり,そ れに養子は含まれるが,婚 入者は排除される。プコスはリ

ネェジの成員が 「足をつけた場所」で,リ ネェジの 「本拠地」とみなせる。新 しい居

住地を造 って も,旧 居住地は 「先祖が足を踏み入れた所」として記憶される。このよ

うにリネェジは一定の名前のついた土地区画(居 住地)と 連結 しているが,政 治的地

1)資 料は須藤[1984,1985]に よった。
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位の継承は母系の原則に従 う。

 さて,土 地保有の主体としての母系 リネェジに目を向けてみると,リ ネェジの 「元

来の土地」ないし 「元来の食料資源」,つ まり リネェジの代々の祖先が保有 してきた

土地は,リ ネェジの全成員によって保有され,相 続される。新参 リネェジにあっては,

先住 リネェジか ら分与された土地がその リネェジの 「元来の土地」とみなされている。

これに対 して,リ ネェジに婚入 した男性 が贈与 した土地に対する権利(使 用権)は

「贈られた土地(食 料資源)」 という。 具体的には,リ ネェジの男性は彼の妻および

彼らの子供に,コ コヤシの木,パ ンの木とタロイモ田を贈ることが義務づけられてい

る。 これは男性の移動に伴 って父から子供へと相続継承される。 この贈与された土地

に対する権利は,贈 与側 と受贈側 との間で,残 存権 と使用権iとに区別 されている。残

存権は 「元来の土地」を保有 してきたリネェジが,贈 与 した 「元来の土地」に対して

留保 している権利であり,土 地を貰った リネェジはその土地を直接的に使用する権i利

を持つ。サタワル島では,そ れはリネェジ間を世代 と共に移動 していく。そのために

各 リネェジは自分の土地が,ど のリネェジによって保有されているかを,い つでも記

憶しておく必要がある。この父系 ラインに沿って集団間を移動 していく土地の使用権

の道筋は 「土地の歴史」と呼ばれ,各 リネェジが世代 を越えて秘密裏 に伝承すべき

「知識」である。この男性(父 親)が 子供に譲渡 した土地(使 用権)は,子 供の リネ

ェジが共有する土地とは明白に区別されている。

 以上,サ タワル島では,母 系 リネェジが土地保有団体として健在で,成 員補充の手

段 として養取が採用されている。称号は島に定住 した新旧と系譜の原理に従っており,

土地 とランクとの連結は弱 く,土 地区画の位付けは見られない。だが,リ ネェジは本

拠地としてのプコス(居 住地)と 結合 し,「元来の土地」を母系的に相続する。他方,父

の集団が彼の子供の集団へ土地を贈与することが制度化されていて,こ れらの土地 に

対する使用権は男性の移動に伴って,父 から子供へ と集団間を移動する。だが,こ れ

らの土地に対する残存権は沈潜 していて,土 地を受け取った集団が土地を贈与 した集

団に,毎 年の初物を献上する義務はな く,そ こに政治的な序列関係は顕現 していない。

2. トラ ック諸 島およ びその離 島2)

ト ラ ッ ク 周 辺 離 島

ト ラ ッ ク 周 辺 離 島 で は,養 育 と い う 概 念 を 媒 介 に して 血 縁 と土 地 の 融 合 が み ら れ る 。

2)資 料 はGooden・ugh[1951], Murdock and Go・den・ugh[1947], Marshall[1972,1976, 1981]

に よ った 。
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キ ョウダィ関係 に枠 をはめて いるのは土地であ る。換言 すれ ば,す べてのキ ョゥダィ

は土地(=食 物)を 共有 して いるとみな されてい る。例え ば,ナ モル ック環 礁では,

土 地保有の単位 は,母 系 リネェジ内の父母を同 じくす るキョウダイ(養 子 も含 めて)

に分化 している。 こ こで は 土地 は 「mongo(食 物)」 と よばれ,土 地は生命 の根源で

ある。サ ブクラン ・レベルで共有 されて いる土地 は,全 体 のわずかな部分にすぎな い

が,象 徴的な意味で重要である。 ここでは キ ョウダイであ ることは,土 地=食 物 を共

有す ること,つ ま り生命を共有す ることを意味す る。土地を共有す ることは緊密な キ

ンシ ップを共有す ることと同義で あり,サ ブク ラン,リ ネェ ジ,デ ィセン ト・ライ ン

のそれぞれの レベルで,母 系 関係者(mongo nu chu)は 食 事 を共 にする,換 言すれ ば土

地資源を共有す る。同 じ団体の成員は相互に養育 し維持 しあい,そ して食料資源を共

有す る。

 このよ うに 「養育」 が トラ ック周辺離 島の親族関係 の本質で あるので,時 によ って

は食 物(ﾘ土 地)の 共有 が血縁(系 譜)の 共有を凌駕す る。 リネェジの成員権 に関 し

て団体 的要素 と系譜 的要素 とが拮抗 した場合,優 先 され るの は前者であ って後者では

ない。つ まり,共 有 された土地か らの食物での相 互の養 育関係 が,系 譜を共有す る関

係 よ り優先される。他方 において,父 か ら子供 への土 地の委譲 が重要で,土 地 委譲 の

総件数の78%を しめている。父が自己の リネェジの土 地(一 食 物)を 子供に贈 る こと

によ り,父 の土地 か ら取れた食物を共食す る人 々は連帯 す る。そ して,父 を同 じくす

る子供達が,リ ネェジの他の成員 と共有す る母 の土地 だけに依存 しな いで,自 立す る

道を開 く。彼 らは父の母系 リネ ェジのco-childrenで あ るので,そ の土地の潜在的な

後継者 とみなされている。 これ らの土地の贈与 は リネ ェジ間 の婚姻 に基づ くものであ

り,こ れは リネ ェジ間 の連帯 と連盟 を強化す る。

 この ように トラック周辺離島では,土 地の食料 資源によ って相互 に養育されること

が,親 族 関係の基本であ って,土 地の共有関係 が系譜 の共有 関係 に勝 っている。

 トラック諸島

 こ こでも,か つては,各 リネェジは特定 の屋敷(JZ7π ω)と 連結 していて,リ ネ ェジ

の ブ珈ω は リネェジの成員の本 当の拠点で,団 体 としての リネ ェジの外面 的な表現で

あ った。

 さ て,ト ラック諸 島の各 島は幾つかの地区(district)に 分 かれ る。地 区は通常幾つ

かの リネェジで構成 される。草分 けの リネェジが地区のすべ ての土地区画 に対 して残

存権 を保有 し,新 参 の リネェジは幾つかの土地区画 に使用権 を保有する。 それ らの区

画 の利用は,草 分 け リネ ェジによって管理 されて いる。新参 リネェジは草分け リネ ェ

183



                        国立民族学博物館研究報告 別冊6号

ジ(ま たはそれ自身そこから由来する別の リネェジ)か ら由来するとみられている。

トラック諸島では一般的に財の贈 り手は,そ れ らに対 して残存権を保留 し,受 手は

(仮の)使 用権をもつ。使用権を持つ者は残存権を持つ者に土地の生産物の0部 を贈

らなければならない。毎年の初物献上の行為もこれにあたる。そして,残 存権を持つ

者の許可なく,こ れらの財を他人に譲渡で きない。例えば,土 地区画が父から子供へ

委譲され,こ れが数世代にわたって実施された場合,そ の土地の贈与を受けた各 リネ

ェジは,土 地の贈与経路を逆にたどって,元 々の土地保有 リネェジに初物の献上を続

ける。

 この原則に従 って,土 地保有団体としてリネェジは,幾 つかの土地区画に権利を保

有するのであるが,土 地区画の権利は重層 している。地区に古 くあるいは長 らく定住

している リネェジが,一 連の土地区画に完全なあるいは残存的な権利を保有 し,新 参

の リネェジは保有する土地に使用権のみを持つ。

 ところで,新 参の リネェジが地区に族籍を持つのは,地 区の土地区画に権利を保有

することに基礎づけられている。通常,こ れ らの土地区画に対する権利は,地 区の首

長 リネェジ出身の,あ るいはすでに地区に政治的に組み入れられているリネェジ出身

の父からの贈与(niffag)と して相続される。 トラックでは母系 リネェジの成員からみ

て男性成員の子供はyefekyr(コ ドモない し潜在的後継者)と みな される。 この点か

ら見ると,地 区を構成する リネェジは,始 祖 として 「チチ」の立場にある首長リネェ

ジからの父方的出自者である。新参の リネェジは地区の 「チチ」に由来 し,移 住の新

旧によって位づけされ,「 コドモ」とみなされる。 重層する土地に対する権利との関

連で見れば,首 長 リネェジは地区の土地に対する残存権保有者であり,新 参 リネェジ

は使用権保有者で,前 者に毎年初物を献上する。土地に対する残存権を持つ首長 リネ

ェジの成員補充が途絶えると,使 用権を持 っていた他の(yefekyrの 立場にある)リ

ネェジが地区の土地区画に完全な権利を獲得することができる。

 トラック諸島および周辺離島では,土 地保有の主体は母系 リネェジないしはその分

節であるが,共 有される土地から採れた食物で養育された人がキンシップを共有する

とみられていて,土 地 と血縁が概念的に混融されている。時によっては土地(=食 物)

の共有関係が系譜の共有関係を凌駕 している。また,重 層している土地に関わる権利

と政治的地位 との関連で見 ると,次 のように図式で きるであろう。

 首長 リネェジ:新 参 リネェジ::残存権保有者:使 用権保持者::親(チ チ):yefekyr

(コ ドモ)。
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3. ラ モ トレ ッ ク 島3)

 基本的な土地保有の主体は母系 リネェジ(各 リネェジはサブクラン内で位付けされ

る)で あるが,ボ ガ ット(うω09αのとよばれる居住地 と連結 している。ボガ ットの文字

通 りの意味は一群の土地区画のことで,そ れらの区画の1つ の名前で集合的に呼ばれ

ている。通常,ボ ガットは1つ または複数の家屋の建っている名前のついた土地区画

とそれに近接 ・分散 した幾つかの土地区画で構成され,こ れらすべての土地区画はま

とめて 「某ボガットの土地」とよばれる。ほとんどの場合,こ れは母系 リネェジが統

括する土地区画である。個人の第一次的な族籍は,彼 が相続権を持ち人生のある時期

に居住 していた土地区画にあり,個 人は 「某ボガ ットの人」とよばれる。 このように

ボガットは,土 地 とそれを保有する人にも適用される言葉である。個人は彼が忠誠を

示すリネェジの年長者の名前をあげるか,な いしは某ボガットの成員であると名乗る

ことで,自 己が所属 しているリネェジに同定される。ラモ トレック島でも居住地 とリ

ネェジは緊密に連結 している。屋敷(6ωogαのは リネェジの拠点であって,ク ランやサ

ブクランの レベル以下の系譜的に関係する人々が 「ボガットの人」と表現される。

 土地に関する権利との関連で,リ ネェジからの分節集団の分立あるいは リネェジの

消滅に目を向けると,リ ネェジの拠点である土地区画は残存権が保有されている土地

であり,こ れを保有する リネェジのすべての土地の中で最高のランクの土地である。

さて,世 代が経過 し残存権を保有 していた リネェジが絶滅に至ると,土 地の再分配が

なされ,あ るボガ ットは無住になったり,リ ネェジから分節 した系統に管理される。

通常,土 地は最初に分節 した系統に受け継がれ,こ れはやがて独立したリネェジに成

長する。他方,分 節系統が リネェジが残存権を持たない土地に移住するのは,父 から

贈与された土地ない し養取で贈与された土地への場合である。ここでも,土 地の使用

権を贈 られた系統は残存権を保有する贈与側の リネェジに,葬 送やカヌー小屋の改造

などの機会に不定期的な貢納(poliz�n)を する。そして土地を贈 られた集団の成員は,

当該の土地に居住していたり,権 利が認められている間は,贈 与側の リネェジに婚入

できない。

 ラモ トレック島では,土 地とランキングとの連結の萌芽を見ることがで きる。過去

においてはクランのランクとこれらの首長クランが統括する土地の面積は比例 してい

た。さらに首長のボガ ット(居住地)はeraoと よばれる。eraoは首長権 と結び付いてい

る古い リネェジの屋敷である。現実の首長はサブクランの別の リネェジから選出され

3)資 料 はAlkire[1965,1974]に よ った 。
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たか も知れな いが,継 承権 の第一はeraoの リネェジにある。最高首 長はFairochekh

ボガ ッ トか ら出て くるが,島 の最高位 の土地 はこの屋敷ではな く,Lamitakhで あ る。

最高首長が命令 を出す際 に,Lamitakhか らの言葉 と して表現 され る。 また, Saur

ク ラ ンは絶滅 しているが,こ の クランが かつ て保持 していたoo加 η9職 は他の クラン

に委譲 されず,Saurの 土 地 に居住 してい る,あ るいはそこを統括 して いるクランの

一人が この職 を遂行 しな ければな らな い
。 ここでは土地,親 族 と政治的地位 が地区政

治 において連結 している。 首長 クラン(tamollihailang)の 権威 は,ク ランの全員な ら

び にクラン財を使 用 して いる非 成員(ク ランの ボガ ットに妻方居住婚で居住 して いた

り,ク ラ ンのカヌー小屋 を使用 して いる姻族,ク ラ ンの土地 を贈 られ,定 期 的に貢納

して いる者)に 及ぶ。

4. オ レ ア イ 環 礁4)

 基本的にラモ トレック島と変わらないが,こ こでも首長クランと平民クランの違い

は,移 住の新旧に従い,ク ランは元来特定の土地 と結合していた。基本的な土地保有

の主体は リネェジ(gailang)で ある。 リネェジの土地は幾つかの土地区画から構成さ

れ,最 も重要な土地は居住地区で,こ れは リネェジの拠点とされている。居住地区は

リネェジの拠点ないしはそれに付属する区画である。言い換えれば,リ ネェジの拠点

とそこに付属する土地区画がボゴット(bz�got)を 構成 し,ランクのある土地の名前で

表現される。 例えば,「E土 地区画は0ボ ゴットについている」などである。 ここで

もリネェジとその拠点とみなされる土地区画 とは連結 している。

 土地 とか果樹の贈与は,こ れらの財に対する完全な権利の委譲ではなく,贈 り手は

残存権を留保 し,受 け手は重要な儀礼などにおける島布やヤシ縄の献上を通 じて,象

徴的にこの権利を認知する。仮に受け手がこれらの献上を怠ると,与 え手は土地や樹

の使用を禁 じ,場 合によっては使用権を回収する権利を行使する。

 環礁では人口の減少によって,リ ネェジの成員が絶滅に至ると,他 のクランに土地

を委譲することになるが,他 方において,土 地を放棄せずに養取や非公式に居住 して

いる者を組み入れることで,延 命をはかる。あるボゴットに永住が許された者は親族

集団に組み入れられ,真 の系譜関係があるかのごとく,権 利 と義務が認められる。

 オレアイ環礁でも,家 屋や建造物は リネェジの拠点 と同定される土地区画に置かれ

ていて,こ れに付属する土地区画 と共に財産単位を構成する。 リネェジが基本的な土

4)資 料 はAlkire[1974]に よ った 。
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地保有単位で,居 住を共にする成員が労働集団を構成する。このようにカロリン群島

ではlocalityが 政治構造のみならず親族組織 においても重要で あるといえよう。

 女性の移動を伴わない妻方居住婚社会では,土 地保有の主体 として母系 リネェジが

おおきく変形されることなく機能 しているといえる。だが,成 員の増減に対応 して,

親族の改編が常に行なわれてきた。他方,男 性成員は他に婚出する構造であるので,

自己の族籍を同定するリネェジの根拠地として,特 定の居住地が意味を持ってくる。

これが,数 軒の建物群とそれに付属する土地区画からなる屋敷であり,そ こに産まれ

た人々の族籍を示す処である。これはボガット系の言葉でよばれている。このように

土地にからまる諸権利で構成される団体として母系 リネェジが機能している。この意

味で,localityが 系譜関係を凌駕 して くる余地がある。

 草分けの首長 リネェジに対する,後 続ないし分節 リネェジによる初物の定期 ・不定

期の献上行為は,か つてのまたは最近の土地贈与者 として留保 している残存権を,土

地受贈側として使用権を保持 している者が確認することを意味 しており,特 定の土地

に重層している諸権利と政治的地位 との連結を示すといえよう。

補. マ ー シ ャ ル群 島5)

 上 述 の諸 点はマーシャル群島に もあてはまる。マー シャルでは土地 区画(zvato)は 首

長の保有す るところで,彼 らは土地区画 を使用す る者を指名す る権利 を持つ。 ここで

も トラックと同様,土 地の与え手は残存権 を持 ち,受 け手は使 用権 をもつ。残存権は

第一次的な権 利である。 この土地 に関する権利 の関係 は,政 治的には残存権保持者 が

首長@吻)で,使 用権保持者はalabと い う。土地権保有 の主体 は,母 系ない し疑似

母系 リネェジ(伽 の で あるとみ られ るが(マ ー シャルでは わ吻 は母系 と範躊化されて

いるが,現 実は疑似母系的  uterin,e-cognatic ambil�eality  で あ る[SHIMIzu

l987:39]),特 定 の土地 区画(z�to)に 建 て られた家(em)を 媒 介 として機能 して いる。

家 はそれが建 っている土地 区画の 名前で示 され る。6ωびは特定 の土地 に使用権 を保有

していることで存在 が認 あられ る。

 人 は土地 に対す る残存権,使 用権 とな らんで,他 の土地で労働す る権利 をもつ。彼

らは土地の労働者(riブ8吻1)と よばれる。 γり〃加Zの 権 利 は,広 くalabの 親 族 関

係者 に認 め られている。alabは ゐ吻 の 年 長者で,ゐ 吻 が 使用権 を持つ土地 区画 の

マネ ジャーで,彼 の下 に,そ の土地で コブラ生 産 などの 労働をす る 厚ノ〃加1が 存在

5)資 料 はPollock[1974], Shimizu[1987]に よ っ た 。
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する。

 ここでは土地に対する残存権を保有する首長,使 用権を保有 し労働者を監督するマ

ネジャー,そ して土地で働 く権利をもつ労働者に分れる。各土地区画には,幾 人かの

労働者を統括するマネジャーがいて,彼 らが首長に責任を持つ。首長は土地区画を委

譲 したり,再 分与できる力を持ち,使 用権を統制 し,新 しいマネジャーや労働者を指

定する。彼らは土地から採れたコブラの数%を 税金 として受け取り,土 地のパ ンノキ

の初物の献上を受ける。

皿.夫 方居住 婚社会

1. ウ リ シ ー 環 礁6)

 ウリシーの土地保有団体の構成は,母 系出自の強調と夫方居住婚の規制 によって定

められる。土地保有の主体はハイラン(heilang)と よばれる(疑 似)母 系 リネェジで

ある。各ハイランは,付 与されている政治的職能や リーフおよび無人島の統制に関す

る権利の継承 と並んで,土 地をめぐる諸権利の主体である。それぞれのハイランは幾

つかの土地区画とタロイモ田の区画を保有すると共に,密 集村落の0画 に伝統的な居

住区を持ち,こ こに各ハイランの中心となる屋敷がある。ここでは夫方居住婚が採用

されているので,ハ イランの女性成員は他のハィランの家屋に婚入していく。ただ し,

密集村落であるのでハイランの成員間の交流は容易である。ハイランの長(tamol)に

任命された年長者はハイランの中心の屋敷 に引き移るのを原則とする。この屋敷はハ

イランの中軸で 「ハ イランの家(珈 ωθ1伽1侃g)」とか 「首長の家(珈 ω6J tamol )」と

よばれる。ここでは家屋は石積みの土台(廊 の に建てられるが,こ のdaifは 家屋が

消滅 した後も残り,そ の上に家屋を再建するのが通常である。ハィランの居住区は定

められているが,人 は父方 ・母方双方の関係をたどってdaifを 使用 しているので,

必ず しもハイランの成員で構成されているわけではない。だが一貫 しているのは,ハ

イランの長である年長者が居住するのが 「中軸の屋敷」で,何 らかの理由でそこに家

屋が建てられていな くても,そ の屋敷跡は 「中軸の屋敷」として留保 され,屋 敷の永

続性が維持されている。

 この居住区と並んで重要なのは,特 定の特権が付与されている土地区画である。モ

グモグ島では「hafalakの土地」とよばれる0定 の数の土地区画がある。最高首長の許

6)資 料 は 牛 島[1983,1987a]に よ った 。
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に献上され る魚 ・亀の儀礼的分配 に際 して,こ のrhafalakの 土 地」を保有するハ イラ

ンは,魚 ・亀 の特定 部分 を分配 される特権を持つ。 また,場 合 によっては無人 島の統

制権 が付随 して いる。 さらに幾 つ か の 随ψ 鳳 の土地 」は特定 の職能(7η α嬬g職)

と連結 して いる。 これ らの土地区画はハ イランか ら原則 として離れない,他 のハ イラ

ンに贈与す ることのない土地区画であ って,ハ イ ランの長 が統括す る。

 このようにハ イランは土地保有団体で あるが,こ のハ イ ランの成員構成 とその補充

の様式を検討 してみよ う。基本 は母系 リネェジであ るが,リ ネ ェジの成員の減少 ・消

滅 に至 ったハ ィランは,父 方関係を通 じた編入によ って成 員を補充す る。逆に増加傾

向を持つ リネェジは,他 の リネェジに侵入 してい くことになる。母系の出 自者 による

成員の補充が困難になる と,父 方関係 を通 じた成員補充 が採用 され ることになるが,

一 時的また は中間的に父方 関係者を取 り込む ことで
,ハ ィ ランの再編成がなされた後

は,再 び可能なか ぎり母系 の出自を強調す る傾向を持 ち,母 系 出自を持続 させよ うと

す る傾 向がみ られ るか らである。だが,別 の選 択 として 如糀oJ職 の父系的継承の傾 向

を中心 に,土 地の相続様式 において,父 系 を強調す る方 向にむ か ったハ イランも存在

す る(以 上,モ グモグ島)。 この結果,個 人は場合 によ っては複数のハ イラン,父 方

と母方 のハ イランに,さ らには養取先 のハ イランに,二 重,三 重 に帰属す ることにな

る。 このような機構 を通 じて,母 系の成員が減少 ・絶滅 に至 ったハ イ ランが土 地保有

団体 と して維持 される。 この結果,今 日,モ グモグ島のハイ ランの構成成員は,母 系

成員37. 6 %,母 系 男性成員 の子供17.6%,母 系 男性成員 の娘 の子供20.6%,父 系 をた

どる成員31. 2%,で あ る。

 ハ ィ ランの構成 はハ ィ ランが統制 して いる土地区画,タ ロイモ田に対す る権利 と連

結 して いる。 ここで はハ ィラ ンが統制す る土地 区画 やタロイモ田を利用 ・使 用 してい

る,あ るいはその資格 を持つ 「ハ イ ラ ンの人」は,「 土地の人(chal bogat)」 と よば

れている。 この 「土地 の人」の範囲には母の関係者 のみな らず父方関係者 も含 まれて

いる。土地 との関連で いえば,個 人は父方の土地 をよ く世話 し,樹 を植え,畑 と して

開墾 し,手 を入れるのが適切な行動で あると考 え られている。母方の土地は婚 入 した

女性 の子供 が守 っていることにな る。だ が,土 地 を適切 に世話せず,父 方の関係者 と

仲 が悪 くな ると,父 のハ ィランの土地か ら追 い出され る。

 「土地の人(chal bogat)」 は ハ ィ ラ ンの土地 を使 用 している人を意味す るので ある

が,底 流 には母系 出自の強調が保持さ れて いる。 「ハイ ランの人」の 中の母系成員 を

togokhと い うの に対 して,父 方関係者 は 「男か ら出た来た者(rol mal thoho)」 と よば

れ,前 者が系譜 的 に優越す る。togokhが いな くな ると, rol mal thohoが 成員 と して
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組み入れられる。この男性成員の子供が成員として繰 り込まれた後は,再 び女系が強

調される。また,父 方か ら受け継いだ土地区画やタロイモ田を使用 している人,お よ

び将来父のハィランの土地を使用する子供は,父 のハイラン(母 系関係者)の 葬送に

当たって,特 別な贈与(mogos)を 献上 しなければならない。贈 り手がこれらの土地,

タロイモ田に対 して残存権を留保 しているからである。 ここでも土地に関する権利を

あぐって,男 性成員の子供(使 用権保有者)か ら女系成員(残 存権保有者)へ の象徴

的な財の献上という慣行 に遭遇するのである。

 ウリシー環礁では,母 系をたどる出自原理と夫方居住婚の組み合わせ,成 員の増加,

減少,消 滅 という変動 に対応 して,土 地保有団体としてのハイラン(疑 似母系 リネェ

ジ)の 成員構成はこみいった構成をとる。つまり,土 地保有団体としてのハイランの

維持のために,親 族の恒常的な改編が促されているといえよう。その際に母系男性成

員の子供が潜在的な成員として考慮され,個 人の多重的帰属が容認される。他方,こ

こでは特定の土地区画がある種の特権や職能と連結している点が重要である。さらに

成員が分散 していく夫方居住婚社会における リネェジの拠点としての 「軸的な屋敷」

の生成も注目される。

2. フ ァ イ ス 島7)

 土地保有の主体は,ボ ゴタ(ゐogo切 とよばれる男系的居住集団である。このボゴタ

(屋敷)は 名前を持つ(島 に36ほ どのボゴタがある)。 政治的序列は,土 地つまり位

付けされたボゴタに内包されている。ボゴタに付随 している地位は固定 していて,ボ

ゴタの保有者によって保持される。場合によっては個人は2つ の地位を受け持った り,

誰かの名義で遂行 する こともある。 これらの高い位の職能が付随しているボゴタは

matangaと よばれ,屋 敷はyarar�と いい,通 常の屋敷(dyife)と 区別される。さら

に,特 定の専門職や儀礼的知識も特定のボゴタに振 り当てられている。ボゴタは父系

的に相続 ・継承され,男 はボゴタに留まり,男 の職能は特定のボゴタと連結 している。

 ボゴタ(屋 敷)は 典型的に男系男性で構成 され,彼 らは妻と子供 と共に,1軒 から

5,6軒 の家屋群をな して村落内の名前を有する土地区画に住み,炊 事小屋,墓 地そ

して内陸の耕地を共有する。ボゴタは父系的に継承され,安 定 したものである。だが,

近年では人ロ減少 と外部への移住によって幾つかのボゴタは無住となって しまってい

るが,先 住者の関係者がいて,こ れらのボゴタを先住者の名義で管理している。

7)資 料 はRubinstein[1976]1こ よ った 。

190



牛 島 中央 ・西 カロ リン群島における土地 ・血縁 ・称号

 各ボゴタは 「永久の土地」と 「入ってきた土地」という二つのカテゴリーの土地を

保有 している。280の 土地区画のうち,171(61%)が 前者で,残 りの109(39%)が

後者である。後者はこの20年 から30年の間に5,6回 の取引を経て,ボ ゴタからボゴ

タへ移動 した土地である。

 これらの土地区画が委譲されるのは,婚 姻 と養取においてである。婚姻時に妻の近

親者が数区画の土地を夫に贈る。 これらの土地区画は夫の近親者に分配 される(「女

性によって持ち込まれた土地」)。そのお返 しに夫の親族は,贈 られたのと同量区画の

土地を,作 物が植えられるように下ごしらえ して贈ったり,単 なる土地区画を贈る。

妻の親族はこの土地から一定のシーズン収穫できる(「 畑を作るための土地」 あるい

は 「妻が持ってきたものと交換する土地」)。妻方は土地を,夫 方は労働を贈与するわ

けである。この妻が持ち込んだ土地は,妻 の家族が夫の家族に,彼 女の子供達を養育

し住まわせることの懇願を表わしているという。離婚に際 してもこの土地は夫のボゴ

タに留め置かれるが,子 供がいない場合は,稀 ではあるが妻のボゴタに返却される。

また,妻 が妊娠中ない し病気で死亡すると,夫 は妻のボゴタに土地を贈る(「血の支

払い」)。養取に当たって,養 取の成立の象徴 として土地が交換される。 これらの婚姻,

養取,妻 の死に際 しての土地の交換は,土 地交換の85%を しめる。

 ここで母系的要素を検討 しておかねばならない。ファイスでは,母 系クランはアー

カイクな概念にすぎず,母 系の出自は組織原理として少 しの役割 しか果たしていない。

土地保有の主体は父系的なボゴタに取って代わられてしまっている。人は島への最初

の移住者からの母系出自をたどるが,異 なった父系ボゴタの系列を媒介にしてたどる。

この動きは,それぞれのボゴタへの航海である,と表現される。だが,土 地の委譲につ

いてのファイス島人の説明に,母 系的要素がみられる。それによると,現 実には女性

によって持ち込まれた土地は,必 ず しも子供の財として夫のボゴタに保留されないで,

交換の一環 として 他のボゴタに与えられてしまうのだが,「 女性が彼女の子供に土地

を伝える」と説明されている。また,第 一子の誕生,夫 の葬送の最後の儀礼などに当

たって,妻 の家族から夫の家族に0連 の食物が贈与される。 この含意は夫のボゴタに

子供が留まっていられることの願望を表現することである。これらの慣行の底流には,

子供と父のボゴタとの関係はある意味で構築されるものであるのに対 して,母 のボゴ

タとの関係は所与のものである,と いう考えがみられる。

 ボゴタの 「永久の土地」と 「入ってきた土地」との区別は絶対的なものではないが,

男の子供に与えられる土地と女の子供に与えられる土地との差異と関連する。ファィ

ス島人の説明によると,娘 には 「永久の土地」を委譲 し,最 近 「入ってきた土地」は
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息子に与える,と いう。 「入ってきた土地」は娘の婚出に際 して夫のボゴタに与えら

れないし,「血の支払い」として妻のボゴタに贈与される土地として使用されること

はない。ファイス島民によれば,子 供は権利を侵犯されることのない土地を母から受

け取 っていれば,母 の死後,ボ ゴタの土地をめ ぐる紛争に際しても土地を失うことは

ない,と いう。か くて,女 の移動に伴なって委譲される土地は,娘 の婚姻に際しての

委譲であれ,夫 のボゴタで彼女の子供が使用するための委譲であれ,彼 女の死に対す

る賠償として妻のボゴタへの委譲であれ,「 永久 の土地」の破られることのない取引

でなければならない,と される。この女性に与えられる土地は 「永久の土地」でなけ

ればならないという考えは,「 永久の土地」は常に同 じボゴタに連結 していなければ

ならない,と いう島民の別の考え方 と反律する。

 ここでは,「永久の土地」といっても,委 譲が古い過去になされて,そ の取引が忘

却されて しまった土地は,ボ ゴタの 「永久の土地」に繰り込まれて くる。検証できる

のは,娘 に委譲された土地は,取 引がなされた記憶がない土地であるということにす

ぎない。ここにファィス島人の考え方が示されている。すなわち,土 地,財,人 のす

べては回遊する,と みなされている。そしてあるものは早 く,あ るものは遅 く回遊す

る。土地区画は幾度か委譲を繰 り返 して,最 後には元の保有者の手に戻ってくる。男

性は土地に対 して責任を持ち,土 地を管理 し監視 し保有する。だが,女 性は居住 して

いるボゴタに付随 している土地で働 くので,現 実に土地を保有するのは女性である。

母系的に委譲 される土地の所有権は侵犯されることがない,と いう考えに関連して,

島入は,人 は父のボゴタから追放されることがあっても,母 のボゴタから切り離され

ることはない,と 確信 している。

 さらに,こ こで姉妹とその女系子孫が,そ の生家のボゴタの土地に対 して兄弟 とそ

の出自者よりも強い発言権を持っている点を特記できる。 これは変形 クロウ型の親族

名称にも反映 している。姉妹の女系子孫は,数 世代にわたって,彼 女の生家のボゴタ

の土地に対 して残存権を留保 しているとも解され,生 家に住んでいる母方のイ トコに

対する発言権を保持している。父のボゴタに居住する権利は,年 長者やボゴタ出身の

女性の子孫 によって剥奪されることがあっても,母 のボゴタへの居住権は犯されるこ

とがない。これらの考えは,幾 つかのボゴタはこの200年 あまり絶えることな く父系

的に継承されているという系譜上の証拠からもいえる,ボ ゴタは父系出自集団と一致

する,と いう表明と反律するのである。

ファイス島の場合で注目されるのは,父 系のボゴタが土地保有の主体に転換してい
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る中で,底 流に潜む母と子供の切り離されることのない結合という,基 本的な母系の

イデオロギーが,土 地の委譲をめぐる観念に残留 していることである。さらに特定の

職能,技 術がボゴタ(屋 敷)と 連結 している点である。これは火山島のヤ ップの事情

とすこぶる類似 した様相を示している,こ のファィス島の様相はヤップ島の影響を受

けたものなのか,あ るいはウリシー一ファィスーヤップの連続体として理解すべ きな

のかが問題である。

3. ヤ ッ プ 島8)

 ヤップ島の土地保有の主体は,父 系的に継承される屋敷(tabinaz�)である。タビナ

ウは屋敷,家 屋さらにそれを構成する人々を指 し示す。 「タビナウの人」は 「ひとつ

の土地の人」の意で,タ ビナウの土地と結び付いている人を意味している。土地 区画

の中で,石 積みの土台(吻 び)の ある屋敷地が重要である。人は,石 積みの土台 に住

んでいると信 じている祖霊の近 くに可能なかぎり家屋を再現 しようとする。さて,タ

ビナウは食料資源保有単位で もあって,石 積みの土台には,タ ロイモ田,ヤ ムイモ畑,

漁場,ヤ シ林,山 の土地区画が一つのセットとして付随 している。タビナウは一つの

財産単位を構成 している。

 ヤップ社会の基盤は土地,と くに屋敷地であって,土 地に力があるといわれている。

屋敷はランク付けされ,職 能が付与されている。人は屋敷を相続 ・保有することを通

じて,屋 敷に付随 している土地区画 とランクおよび職能を受け継 ぐ。ここでは土地が

主体で,土 地保有者は 「土地の声」を話す。このように,タ ビナウは石積みの土台に

付けられている名前で示され,タ ビナウの保有者は,そ の土地に付与されている職能

と権威を受け継 ぐ。

 タビナウは男系でつながる成員とその配偶者で構成され,最 年長の男が土地の管財

人で,成 員はそれぞれ割り当てられて土地に使用権を持つ。タビナウの土地に住み,

土地に対する権利を持つものが 「一つの土地の人」なのである。これらのタビナウの

土地は一つのセットとして年長の男からその兄弟,つ いで息子へと受け継がれる。

 タビナウへの成員権は,各 屋敷に保留されている一群の祖先の名前の一つを名付け

られることで始まり,男 子の場合,い ずれその屋敷に帰属 している土地に対する権利

が分与されることが予定される。だが,父 と子供の関係それだけで,土 地相続の保証

にはな らない。父 と息子の関係は 「世話の交換」 といわれている。子供は父に対 して

8)資 料 はLabby[1976], Lingenfelter[1975], Marksbu・y[1979], Schneider[19$4],牛 島

[i987b]に よ った 。
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尊敬 と従順を示し,奉 仕 し,老 後の世話をする。他方,父 親は幼い子供を世話 し,指

導 し,教 授する。慣習を守 り,父 親を世話 した息子に,土 地が与えられる。逆 に子供

が父に対 して不従順で,慣 習を守 らない場合は,土 地に対する権利は与えられず,タ

ビナウから追放される。ここで強調されるのは,父 と子供の関係は 「世話の交換」を

通 じて構築される関係であることである。ヤップでは一般的に父を表わすchiitamagin

には,人 を養育し,土 地を世話 し統制する人の意があり,子 供を表わすfakに は,世

話される人,あ るいは他の人 が統制している土地ないし資源で養育される人の意が

ある。

 タビナウとは別に各人は,母 系sib(ganong)に 帰属する。 これは母一子関係を基本

にしている。 これと関連 して,子 供からみて母の生まれた処は,リ ケガル(lik'egal)

「ガル樹の根元」という。ガル樹は大 きく四方に枝を広げ,そ の枝が大地 に垂れ下っ

て根を生やして,そ こからまた新 しい樹が生 じて,広 がっていく。同様に女性はタビ

ナウに生まれて,別 のタビナウへ婚出し,そ この土地に子供を産み,そ の子供がまた

広がっていく。ここに女性は他のタビナウに嫁にいって,そ こに根を降ろして,子 供

を産んで,そ の子供が成長 して,そ この土地の主になる(新 しい樹になる),と いっ

たイデオロギ0が みられる。強調されているのは,母 一子の結びつきで,こ れは生得

的な関係である。

 さて,男 性の土地が自己が生まれたタビナウにあるのに対 して,女 性の土地は 「足

の処にある」という。女性はあちこち歩いていって,落 ち着いた先(婚 入 したタビナ

ゥ)に 土地がある。さらに女性はいった先で土地を 「釣る」ともいう。女性は婚出先

のタビナウでの土地の使用権iを得るだけでなく,最 終的に土地を自分の子供のものに

することが肝要なのである。 ところでタビナウの土地は,そ の先代の先祖たちが労働

(マガル,mageal )を 投下 してきた土地である。このようなものには 「骨」がある。

マガルに対 してはマガルで報いなければならない。これを 「骨を切る」 と表現する。

「子供の母は土地の骨を切 ら」ねばならない。女性の夫およびそのタビナウに対する

貢献は性的奉仕 と労働奉仕(土 地の耕作 と調理など)で ある。ヤップでの生活は男女

の分業の統合で成立するが,そ れを媒介するのが交換である。夫に対する妻の貢献,

父親に対する子供の貢献が,「土地の骨を切 る」 ことであ り,「世話の交換」なのであ

る。これらの行為を通 じて女性の子供の下に土地が入ってくるとみられている。

 ところで,女 性の土地は 「歩いていって釣った土地」であるが,女 性のもう一つの

土地は 「母の乳房の土地」,彼 女が産まれたタビナウである。 ここは彼女の兄弟ない

し兄弟の子供が居住 し守っている。兄弟の子供からみて父の姉妹はマフェン(mafean)
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とよばれる。マフェンは,兄 弟が保有 していた土地を受け継いだ兄弟の子供及びその

母に対して,監 督者であると同時に保護者である。この地位は女系的に継承される。

子供からみて母の夫(父)の 姉妹およびその女系子孫がマフェンである。マフェンに

対しては尊敬 と従順を示さねばな らない。兄弟の子供が不敬で慣習を守 らないと,マ

フェンは彼 らをそのタビナウの土地から追放することができる。他方,マ フェンは儀

礼的交換にあたって,集 積財が優先的に分配 され,タ ビナウの祖霊(thagith)は マフ

ェンのいうことなら聞いて くれると信 じられており,誕 生,名 付けなどに際 して霊的

祝福を与えて くれる。

 婚出した姉妹は,生 家のタビナウに居住 している兄弟 に対 してギラィ,つ まり家屋

をささえている四隅の柱,と よばれ,儀 礼的交換の際に最も大量に物資を調達 して く

れる存在であり,兄 弟の妻 と彼女の子供に対 しては保護者であると同時に監督者であ

る。このマフェンの地位と権限は彼女の子供,さ らに娘の子供へ と女系で継承される。

 女性とタビナウの土地との関係を,ヤ ップ人の考えにしたがってまとめてみると,

女性は婚出して,夫 のタビナウで子供を産んで,そ の土地を自らの子供のものにする。

だが,そ こには夫の姉妹がマフェンとして,彼 女および子供に対 して,監 督する権限

を持っている。他方,自 分が産まれたタビナウの土地は,他 か ら婚入 してきた女性の

子供が受け継いでいて,他 人のものになっている。だが,彼 女はそのタビナウのマフ

ェンとして,そ こに居住 している者を監督 している。か くて,二 つのタビナウに関 し

て,女 性の立場か ら見ると,「 自分の土地は他人の土地,他 人の土地は自分の土地」

と表現される。

 ヤップ島では,土 地とタイ トルが連結しており,財 産単位としての屋敷は,特 定の

職能,ラ ンクと連結 し,屋 敷の祖霊の名前を媒介にして,「 父」一「子」で引き継がれ

ていく。この父系的なつながりで屋敷筋の連続が保持されていくかのごとくである。

だが,そ の底流に,他 のタビナウから来た女性が,夫 及び屋敷に対する貢献を通 じて,

土地を子供に受け継がせるという,母 一子の関係が強調される。 この様式はファイス

島で見たの と類似 した様相を示 している。

 このヤップ島の土地を基盤にした構成は,決 して独自な様式 と見るべきではな く,

カロリン群島に共通する,土 地と血縁の融合,土 地と称号との連結,夫 方居住婚社会

に見 られる父方親子関係の累積とその底流に根強 く保持されてきた母系関係との構造

的妥協などの諸要素の組み合わせから構成された,と 理解される。ただ,フ ァイス島

の様相はヤップ島からの影響を考えるべきであろう。
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4. ベ ラ ウ 島9)

 ベラウ島の土地保有の単位はtelungalek,母 系 リネェジである。このtelungalekは 特

定の屋敷 と連結 している。屋敷は屋敷地,タ ロイモ田,森 の土地区画,聖 地で構成さ

れ,タ イ トルと職能が付随 している。これらの屋敷の数は固定しており,ど の集団が

この地位を占めるかは,時 間の経過に応 じて異なる。

 ここでは土地は常に人によって占拠されるものとされている。ベラウ島の各 リネェ

ジはそれぞれの移住の歴史を伝えていて,telungalekは ある女性が特定の場所の土地

に対する権利を獲得することで創始された。土地は戦争,政 治的な策略,首 長への特

別な貢献などで獲得されたりしたが,通 常は姻族間の交換を通 じて獲得される。土地

と血縁の連結が重要で,特 定の土地が保証されると,移 住を共にしてきた関係が固ま

り,血 の繋がりと土地に対する権利の共有の観念が融合する。土地に対する権利の獲

得に成功 した移住者は,血 縁集団として,そ して居住地に付随しているタイ トル保有

者として,ベ ラウ人としての同一性を獲得する。

 この土地 と血縁の融合の内質は,母 を通 じて受け継がれていく。母系の成員である

ことは同じ内的な本質を共有することを意味している。母が産まれた処,な いしは リ

ネェジが生成された処は,血 縁を通 じて受け継がれた同質性を象徴する。そこは,女

性が子供を産むために帰 る処,死 後還る処で,死 んだ リネェジの成員はそこの屋敷で

埋葬され,母 系 リネェジの男の長が祖霊を世話 し,成 員の病気や危機に際して招霊す

る。

 ベラウ島においても,称 号は土地と連結 している。土地を保有 した リネェジが,こ

の土地区画に引き継がれて きた称号,ラ ンクおよび職能を獲得する。ベラウ人によれ ・

ば,人 はやって来て,立 ち去るが,土 地 と土地の名前は留まり,決 して変わることが

ない。 リネェジの称号保有者に選ばれた男(こ こでは女性が男の長を選び,場 合によ

っては殺害する権i利を持つが,リ ネェジの財の管理に関しては男性が大 きな権威を持

っている)は,こ の称号が付属 している土地区画(屋 敷)に 移る。彼専用のタロイモ

は位のついた役田から採れる。称号とランクを保留しているのが土地であって,こ の

土地区画 に居住することに選ばれた男が,リ ネェジ全体を代表 して発言する権利を獲

得する。彼はこの土地に住んでいる間,称 号を保持し,リ ネェジの財を管轄する。 こ

の職にある間,彼 は,リ ネェジの成員に相談することなく,リ ネェジに属す る土地や

貴重品を売 ったり,貸 し出しできる。

9)資 料 はSmith[1981,1983]に よ った 。
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 母系 リネェジは土地を通じて称号を保有できるのであって,集 団の長は公的な称号

として土地の名前を使用する。ベラウの貴重品と同様に,こ のような称号 とタイ トル

が付随した屋敷の数は限定されている。 このような首長の称号が付随している土地は,

母系 リネェジの成員(女 性の子供)に 相談することなしには委譲 されることはない。

この屋敷が集団の同0性 と存在の基盤であり,リ ネェジの骨なのである。

 これらの土地を基盤とするリネェジ(telungalek)は,母 系の成員で受け継がれてい

く。 したがって女性成員の子供(ochell)は 男性成員の子供(ulechell)よ り強い。 ochell

が土地保有集団の基礎である。 リネェジは 「一つの家(blai)」 にたとえられ, ochellは

家の四隅の柱 といわれる。彼 らは土地を獲得することで 「一つの家」を生成 した女性

からの出自をもつ者であるからである。女性成員の子供(男)が,土 地,貴 重品,称

号,そ して女性成員と子供たちに対する権威を持 って,「家」を統括する。

 ベラウ島では,貴 重品と土地の獲得をめぐる交換が重要である。各 リネェジは土地

を離さないで留保 しておく努力をする一方,交 換を通 じて土地の獲得に努める。他の

財と同じようには土地は循環 しない。食物や貴重品は,ベ ラウ全島を集団から集団へ

と,土 地の獲得をめ ぐって循環する。貴重品や土地の獲得は主に姻族間の交換を通じ

てなされる。ベラウ島は夫方居住婚社会であるので,女 性は夫の リネェジに婚出 し,

そこで耕作 し,調 理 し,性 的奉仕をする。子供 も父の屋敷に食物や労働を提供する。

そして,こ れらの貢献に対する 「延べ払い」的な代償として,父 の リネェジから貴重

品や土地の委譲を期待する。夫と妻,父 と子供の関係は交換関係で成 り立 っている。

ここでは女性は 「貨幣の道」として,彼 女の兄弟のために夫から多くの貴重品や土地

を得て くることが期待されている。このビジネスに成功 した女性は自分のリネェジで

のランクと発言権を向上できる。

 父 と子供の結び付きは所与のものではなく互恵的な交換の関係である。子供は父の

許にいて労働している間は,父 が保持ないしは使用している土地に居住する。父がそ

の母方に帰還していたならば,居 住はその リネェジの処である。 父の死後,父 の リ

ネェジが彼を繰り込むことに決めた場合は,父 の リネェジの土地が居住地となる。そ

うでなければ子供は母方 に居住するか,彼 の奉仕に対する報酬として得た土地 に居

住する。

 このようにベラウ島でも土地とある種の称号,職 能,タ イ トルが連結 している。こ

こではタイ トルの付与されている土地に人が移動 し,そ の職能を遂行する。これらの

屋敷の数は限定され,夫 方居住婚社会であるので,男 性成員の子供がリネェジの土地
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で働き,そ こを維持 し,女 性成員の子供は他の リネェジの土地で働 く。また,子 供が

父の屋敷に居住し続けることもあって,2,3世 代にわたって父から息子と引き継が

れる例も見られるが,基 本は母系 リネェジが特定の土地を基盤にして健全に機能 して

いる。この点は母系原理が沈潜 して しまっているヤップ島と異なる。ベラウ島では姻

族聞の 「交換」が強調されて,労 働 と性的代償として夫方ないし父方から貴重品 と並

んで土地が委譲 される。そ して,こ こでも母系原則にしたがって,母 と子供(従 って,

母を共有する兄弟姉妹)は 所与の関係であるのに対 して,父 と子供は交換と互恵の関

係で構成されている,と みなされている。

 西カロリン群島の夫方居住婚社会では,母 系成員が分散 し,女 性は夫の居住地に,

男性は父の居住地にあって,そ れぞれ他の リネェジの土地に使用権をもつ。 このため

リネェジの本拠地としての中軸の屋敷が意味を持ってくる。ここは リネェジの土地を

統制するリネェジ長の居住する役宅である。 ウリシー環礁でみたように土地保有の主

体として母系 リネェジが機能 している処でも土地区画とある種の特権の連結がみられ

る。この傾向はベラウ島になると特定の屋敷 と称号,職 能との連結が強化されるとと

もに,こ の屋敷が集団の同一性の基盤として重要な意味をもつ。この傾向は,土 地保

有の主体 としての母系 リネェジが背後に消えて しまっているのに替わって,家 族集団

・屋敷が前面に登場 しているヤップ,フ ァイス島にいたると,0層 促進される。ここ

では屋敷と称号,職 能が連結 し,親 族に基盤を置いた人間関係が,土 地に基盤を置い

た人間関係に転換 している。 この家族,屋 敷の自立性の高まりに対応するかのように,

累積的な父一子関係が土地の相続などの局面に生 じており,母 系は沈潜している。

 だがしかし,母 と子供は所与の関係であるのに対して父 と子供は交換を媒介にして

構築される関係である,母 の屋敷での居住権は侵犯されることがない,女 性が子供に

土地を伝える,あ るいは母を媒介にした土地の相続,と いった母系のイデオロギーが

底流に強 く潜んでいる。 そ して,母 系は沈静 しているが,姉 妹とその女系子孫が,

生家の土地,な いしそこに居住 している兄弟の子供 に対 してある種の権限を留保し

ている。

IV.ま と め

カロリン群島では,localityが 親族集団の組み立てにおいて重要である。

中央カロリン群島の妻方居住婚社会,こ こでは女性が移動せず,男 性が移動する社
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会であるが:

ユ,母 系 リネェジは土地にからまる諸権利との関連で構成され,そ の根拠地として

  特定の居住区と連結 している。

2. この土地保有団体は,入 口の増減に対応 して成員の恒常的改編が促され,時 に

  よって土地を共有する関係が血縁を共有する関係にまして強調される。

3. 基本的にはリネェジ創立の新旧および長幼の順に従 って,称 号 ・タイ トルの順

  位が決められている。だが,土 地に対する権利の重層性 との関連においては,

  島に最初に移住した首長 リネェジがすべての土地に対する残存権を留保 レ,後

  続リネェジは土地受贈側 として使用権を保有 し,前 者は初物を享受する特権を

  持つ。ここに土地に重層する権利と政治的地位の連結を見ることがで きる。

4.父 の集団から彼の子供の集団への土地の贈与は,使 用権 の委譲であって,父 の

  集団はこれらの土地に対する残存権を留保 している。

 西カロリン群島の夫方居住婚社会,こ こでは男女 とも成員は分散 し,男 性は父の居

住地に,女 性は夫の居住地にて労働するが:

1. ここでは リネェジの拠点としての軸的な屋敷が意味を持って くる。 この屋敷と

  称号,'タ イ トルの連結がみられる。

2. 土地保有の主体 としての母系 リネェジに替わって,家 族 ・屋敷の自立性が高ま

  り,そ れに対応する形で土地相続などにおいて父子関係が累積されて くる。

3. それに伴って,血 縁に基盤を置いた関係から土地に基盤を置いた関係に転換す

  る傾向がみられる。

4. 土地保有の主体 としての母系集団の沈潜化にもかかわらず,母 系のイデオロギ

  ーは根強 く保持されている。父と子の関係が交換を媒介にした構築される関係

  であるのに対 して,母 と子の関係は所与の切 り離されることのない関係である,

  子供は母の土地から切 り離されることはない,土 地は母の労働を媒介にして伝

  えられる,と みられている。

5. 母系の沈潜にもかかわ らず,兄 弟姉妹の関係は堅 く,姉 妹とその女系子孫が,

  生家の土地ないしそこの土地を使用している兄弟の子供に対する監督権を留保

  している。10)

10)本 稿で触れなかった類型的考察および人口増加とそれに対応する食料資源の確保法との関連

 については,本 論集の須藤論文(第2章)に おいて考察されている。
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